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本論文では 3 種類のプロセスモデ、ルが提案されている。 l つめのプロセスモデルは，ソフトウェア開発における協
調作業のみをモデル化することによって，従来のプロセスモデルと比べて開発作業間の相互関係をより明確に表現す
ることが可能である。 2 つめのプロセスモデルは，ソフトウェア開発における作業内容と作業結果を単一のデータ構
造を用いて表現することにより，従来のプロセスモデルと比べて開発環境をより具体的に表現することが可能であ
る。 3 つめのプロセスモデルは，品質評価規格文書を簡潔なモデルを用いて再構成することにより，従来のプロセス
モデルと比べて，品質評価規格で述べている内容をより抽象的に表現することが可能である。
また本論文では，提案されているそれぞれのプロセスモデルに対応して，モデルを用いた記述を入力とする 3 種類
の支援環境についても述べている。 1 つめのプロセスモデルを用いた記述を入力とする支援環境は，記述された作業
の内容を動作させることにより，記述されたプロセスをわかりやすく表現することに成功している。 2 つめのプロセ
スモデルを用いた記述を入力とする支援環境は，既存の開発環境と支援環境を共存させることにより，プロセス実行
環境を開発環境へ容易に導入することに成功している。 3 つめのプロセスモデルを用いた記述を入力とする支援環境
は，品質評価規格を用いた評価を容易に実行する環境を構築することにより，開発組織自身が開発作業を改善する際
の指針を提供することに成功している。
以上のように，本研究はソフトウェアプロセスモデルとその支援環境に関する研究分野において大きな進歩をもた
らしており，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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